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今号は，ダイズでは新品種，安定多収技術，
重要病害虫とその対策，有機栽培体系，生
産者事例,ゴマでは土地利用型栽培にむけ
た機械化体系や生産者事例，重要品種を
収録します。イネでは良食味品種での再生
二期作や有機栽培に関連する技術，ムギで
は安定多収技術と有機栽培を収録します。
このほかジャガイモの品種，病害虫，機械化
体系，育種，種いも生産などをカラーで解説
します。
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刈り取ることがポイント（中野洋提供）

●裏表紙
開花後の灌水や摘心を取り入れたダイズの安定多収栽培
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独自に改良した農具によるゴマの脱穀
（123ページ，赤松富仁撮影）
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本書の読みどころ―まえがきに代えて

　今年度は，ダイズのほか，ゴマ，イネ，ムギ，ジャガイモ，サツマイモの各品目での新品種
や安定多収・有機栽培にむけた新技術，基礎生理のほか，水田の機能アップ技術を取り上げます。

ダイズの重要品種と農家事例，基礎技術，有機栽培

　品種では多収の品種群として農研機構より発表された「そらシリーズ」（そらひびき，そら
みずき，そらたかく，そらみのり）と福岡県で奨励品種となっている「ちくしB5号（ふくよ
かまる）」を収録するほか，カメムシ類，黒根腐れ病のリスク診断など重要病害虫への対策，
摘心や黒ダイズの播種などの安定多収技術，有機栽培技術（中耕栽培と不耕起栽培）などを収
録します。そのほか，安定生産を実現している生産者事例を収録します。

ゴマの土地利用型栽培と生産者事例	 	

　近年研究が進んでいる土地利用型栽培に向けた生産技術として，栽培・収穫・調製の機械化
体系のほか，出芽安定化技術としての「二深法（にしんほう）播種」，生産者事例，重要品種
を収録します。

イネの再生二期作と有機栽培技術	

　栽培では，とくに西日本で取り組みが拡大している良食味品種での再生二期作栽培を収録す
るほか，有機栽培に関連する技術として，両正条移植と直交除草体系による栽培体系，米ヌカ
などの新鮮有機物による抑草効果，ジャンボタニシ対策などを収録するほか，収穫後の乾燥時
における品質維持対策を収録します。

ムギの安定多収技術と有機栽培

　基本技術として，耕耘・播種技術と雑草対策を収録するほか，「後期重点型施肥」に対応し
た倒伏回避技術，鶏糞ペレット堆肥を利用した減化学肥料栽培などの安定多収技術，北海道で
拡大している秋まきコムギでの有機栽培体系などを収録します。

ジャガイモの基礎理論とサツマイモの新品種

　ジャガイモは，カラー口絵において品種や重要病害・障害，機械化技術，育種，種いも生産
の基本などを収めるほか，サツマイモでは特徴ある新品種，温暖化とイモの生育の関係などを
収録します。

水田の機能アップ技術

　豪雨や旱魃などの気象災害が頻発する現代に重要性を増している水田の機能アップ技術とし
て，「田んぼダム」のほか，個々の農家でも取り組みが可能な地下かんがい技術を収録します。

　なお，これらの記事は『農業技術大系作物編』追録47号の内容をもとにしています。お力
添えいただいた執筆者のみなさまに厚くお礼申し上げます。

2026年 3月　農文協編集局
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